
日本人間工学会東海支部 2025年研究大会プログラム 
 

主 催：日本人間工学会東海支部 大会長：青木 宏文（名古屋大学） 
期 日：2025 年 11 月 1 日（土）10：30～16：40 会 場：名古屋大学 東山キャンパス ES 総合館 2 階 
 

 
■Ａ会場（ES 総合号館 2 階 024 講義室） 
 
1A 10:30～11:45 運転・操縦 
 座長：渡津弘大（トヨタ自動車株式会社）  
1A1 簡易型ドライビングシミュレータと DRT(Detection 

Response Task)法を用いた認知負荷計測の実践
－音声セカンダリタスク「0_Back」「1_Back」「無
負荷」，それぞれの間の反応時間差を検出する－ 
○岸浩司(名古屋大学)、青木宏文(名古屋大学) 

1A2 NIRSによる腰部筋発揮力推定手法に基づく着座
姿勢変化時のドライバ着座疲労評価 
○桝谷優斗(三重大学大学院・院生)、栗田皓太
(三重大学大学院・院生)、早川聡一郎(三重大学)、
池浦良淳(三重大学) 

1A3 FPP による職業ドライバーの疲労回復と健康関連
QOL改善効果－運転寿命延伸を目指した実証研
究－ 
○大里真幸子(大里研究所（財）)、西田恵子(大
里研究所（財）)、近藤敬子(大里研究所（財）)、平
野昭夫(名古屋大学)、青木邦友(名古屋大学)、 
齊藤昌広(伊豆箱根バス（株）)、青木宏文(名古屋
大学)、林幸泰 (大里研究所（財）) 

1A4 機能性食品を用いた運転の心身機能リカバリー
に向けた研究－有効視野と生体指標との関係に
ついて－ 
○平野昭夫(名古屋大学)、青木邦友(名古屋大
学)、大里真幸子(大里研究所（財）)、青木宏文(名
古屋大学) 、林幸泰 (大里研究所（財）) 

1A5 HMD によるドローン操縦映像の注視が映像酔い
に及ぼす影響 
○伊黒有祐(中京大学・学生)、鳴海颯人(中京大
学・学生)、中根滉稀(福井大学・院生)、藤掛和広 
(中京大学) 

 
2A 13:45～15:00 高齢者・人間工学全般 
 座長：藤掛和広（中京大学） 
2A1 地域在住高齢者の重心移動における足関節戦略

の優位性－二重倒立振り子モデルによる運動戦
略解析－ 
○楠本啓人(名古屋大学大学院・院生)、内山靖 
(名古屋大学) 

2A2 手部負荷の主観的難易度評価で握力は推定で
きるか？－簡易推定モデル開発の試み－ 
○谷口俊治(名古屋大学)、青木宏文(名古屋大
学) 

2A3 高齢者の心身機能と非言語コミュニケーションロ
ボット受容性の関係 
○青木宏文(名古屋大学)、大橋由美(名古屋大
学)、伊藤倫(名古屋大学)、纐纈知枝美(名古屋大
学)、田中貴紘 (名古屋大学) 

2A4 編集委員会の役割と人間工学誌の特徴－看護学
分野の立場から－ 
○市川陽子(日本人間工学会編集委員会、三重
県立看護大学) 

2A5 認定人間工学専門家資格制度の展望 
○榎原毅(人間工学専門家認定機構)、仲谷尚郁 
(人間工学専門家認定機構)、松岡敏生(人間工学
専門家認定機構) 

 
■Ｂ会場（ES 総合館 2 階 025 講義室） 
 
1B 10:30～11:45 トレーニング・作業 
 座長：市川陽子（三重県立看護大学） 
1B1 デッサン熟練者の描画行動に関する人間工学的

分析－初心者教育支援 AI への応用検討－  
○金承範(名古屋市立大学大学院・院生)、小俣
英彦（名古屋市立大学）、横山清子（名古屋市立
大学） 

1B2 バレーボールアンダーハンドパス上達に目線指導
は役立つか－アイトラッキングデバイスを現場へ導
入する試み－ 
○灰谷拓也(朝日大学・学生)、橋本拓武(朝日大
学・学生)、黒岩風香(朝日大学・学生)、菅嶋康浩 
(朝日大学)、加藤尊(朝日大学) 

1B3 体幹トレーニング機器「ICAROS」の筋電図学的
考察－Exergameの有効性について－ 
○松本 宗(朝日大学・学生)、三浦旺大(朝日大
学・学生)、加藤尊(朝日大学)、菅嶋康浩(朝日大
学) 

1B4 QR コードを用いたプラント設備の確実な点検と記
録管理の検討 
○松原貴史(豊田高専) 

1B5 心拍数を用いた労働環境における疲労推定モデ
ルの提案 
清水政行(名古屋大学)、◯青木宏文(名古屋大学) 

 
2B 13:45～14:45 印象評価・認知・意思決定 
 座長：長谷川智之（名古屋市立大学） 
2B1 暖色マスク着用による温かみの印象向上効果 

○都築虹光(中京大学・学生)、宮崎由樹(中京大
学)、伊藤資浩(中京大学)、宇高光 (ユニ・チャーム
（株）)、若杉慶(ユニ・チャーム（株）)、須田朋和 
(ユニ・チャーム（株）)、河原純一郎(北海道大学) 

2B2 アンダーパスにおける冠水深表示の視認性評価 
○山口晃輝(三重大学大学院・院生)、早川聡一
郎(三重大学)、池浦良淳(三重大学) 

 
 



2B3 サービスのWillingness To Payに対する認知的要
因 
○半山寛太(名古屋工業大学大学院・院生) 神 田
幸治(名古屋工業大学) 

2B4 意思決定の個人差が選択肢数と選択結果への
感情との関係に及ぼす影響 
○安藤裕飛(名古屋工業大学大学院・院生) 、 神
田幸治(名古屋工業大学) 

 
 
12：00～13：30 人間工学専門家認定機構共催イベント 
『人間工学 de ナカマとつながろう！ー 学びと交流が広

がるランチョンセミナー ー』 
（受付：11:50〜） 

（ES 総合館 2 階 023 講義室） 
 
 
15：15～16：15 特別講演 

（ES 総合館 2 階 024 講義室） 
「AI と人間との責任分担（自動運転の技術と
社会制度をめぐって）」 

武田 一哉 氏（名古屋大学 教授） 
 
16：20～16：40 研究奨励賞授与式 

（ES 総合館 2 階 024 講義室） 
 
17：00～19：00 懇親会 
（レストラン 花の木（グリーンサロン 東山内）） 
 
 
【お問い合わせ】 
 名古屋大学 未来社会創造機構 青木 宏文 
  〒464-801 愛知県名古屋市千種区不老町 NIC613 
  E-mail：aoki.hirofumi.e1@f.mail.nagoya-u.ac.jp  
 
 
【日本人間工学会東海支部ホームページ】 

https://www.ergonomics.jp/local-branch/tokai/ 
 

 
 

 

＜参加者の皆様へ＞ 
１）受付 
大会当日午前 10：00より（名古屋大学 東山キャンパ
ス ES総合館 2階ラウンジ） 

２）参加費 
日本人間工学会会員（事前登録3,000円，当日3,500円） 
非会員（事前登録3,500円，当日4,000円） 
大学院生・学部生（事前登録1,500円，当日2,000円） 
懇親会費 5,000円 
※事前登録は 10／27（月）までとなっております． 
※当日参加の方は参加費・懇親会費は受付でお支払いく
ださい． 
※学生の方は，受付にて学生証を提示して下さい． 

３）会場案内 
会場へお越しの際は公共交通機関をご利用ください． 
お車の場合，駐車料金は 1時間700円です． 
昼食は、生協北部食堂をご利用いただけます（営業時間：
11時～14時）． 
https://share.google/BzaIytS5Zneb7tAEX 
また，コンビニ（ファミリーマート）も IB館1階にあります． 
https://share.google/rF6fxU33nNTWoJdOF 

 

＜発表者の方へ＞ 
１）発表時間 
発表時間は，発表 12 分間，質疑応答 3 分間の計 15
分です．時間厳守にてお願い致します． 

２）発表方法 
ご自身のパソコンを持参いただき，会場のプロジェク
タ（HDMI 端子入力）に接続して発表していただきま
す．HDMI 以外の入力をご利用の場合は，変換アダ
プターをご持参ください．PowerPoint が使用できる
Windows パソコンを会場に準備いたします．そちらを
利用して発表いただくことも可能です． 

 
＜座長の方へ＞ 

座長の皆様はご担当のセッションの 15 分前までに受付
にお越し下さい． 

https://www.ergonomics.jp/local-branch/tokai/
https://share.google/BzaIytS5Zneb7tAEX
https://share.google/rF6fxU33nNTWoJdOF

